



Synthesis of 1-Aminoacenaphthene and Its Optical Resolution 
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-75~ぢ酢酸法， i 3.5 %ナトリウムアマルガム法，
ii : Pd-C による接触還元法， iv : LiAIH4や
NaBH4還元等の諸法が考えられる.われわれは i法は
































87.59 (82.5%) B.p.139rvI45'C (3mm) ，文献値1)， 
166rv168'C (5mm) ，淡黄色の粘調な液体， I.R. (液膜〉
1733 (C=O) ， 1242cm-1 (ー Oー ). 
2. アセナフテノール(3 )1)の調製 'leのフ
ラスコt乙859(0.4モJレ)のアセナフテノールアセテー










mp146~148'C，文献値1)， 144.5 rv145. 50C，無色針状
結晶， I.R.. (KBr) 3225rv3325cm-1 (-OH) . 
3. アセナフノン (4)1)への酸化 I.eの三












の針状結晶， I.R. (KBr) 1710ClIl-1 (C = 0) NMR 
(CDCls， T値)3.74 (5， 2H， CH2-CO-)， 7.27-






より再結晶する.収量14.19(92%) ， mp 175 rv 177 
OC，文献値175'C2)，無色針状結晶， I.R. (KBr) 3025 
rv3250ClI-1 (N-OH) . 
5. 1 アミノアセナフテン塩酸塩(1)のの調製(オ
キシムの還元) i)亜鉛ー75%酢酸による還元:アセ









ルより再結晶する.収量1.619(28.6%) . mp 230 "-' 
23fC，文献値 3)，270'C，無色板状結晶， I.R. (KBr) 



















させる.収量9.29 (47~め， mp 230rv2310C (エタノー
ルより再結晶jの無色板状結晶，ピクレートmp233'C
C分解')，文献値目)240oC， I.R. (KBr) 2810rv3020， 
2035cm-1 (-NHs+) .元素分析債.C 69.23%， H5.80 
5払 N6.58~ぢ; C12H12NClとしての計算値， C70.07~ぢ，
H5.88%， N6.81%. 
6. 1ーアミノアセナフテンの光学分割
i)Dー 酒石酸による分割 2.19 (0.04モル〉







局によりmp225 rv 225. 50， (α)023+ 25.0oC (C 3， 













m. p. 214-2150C 
〔α〕子23.5'
(C=3， inAcOH) 
話品 m.p. 211-215'C [α〕t十8.3。
|再結品
口 J液 結品汎 p.220-222'C
〔 α)~3+6. 5。 よ再結晶〔α〕岱17.1'
口液 結晶
〔α〕許13.1' (+アミン酒石酸塩)
















(8) ; (α)026+1.70 (C 1.00， H20) 
(9) ; (α)026_2.30 (C 1.00. H20) 
3. 結 果
i :酒石酸による光学分割 Table 1に示すよ
うにアミン (6)1モルに対してD-酒石酸0.5モル量を
用いて分割を行なった.即ち Dー 酒石酸によって生ずる
洗澱物は水から再結晶を反覆して mp225 rv 225.50C. 
(a)02S+ 25. 00 (C 3. AcOH)の(+)アミンの酒石
酸塩とする一方， i戸液は濃縮して mp214 rv 215'C. 











定した.分割体の旋光度は夫々〔α)D26斗1.70 ¥.C 1.00， 




1) L.F. Fi巴ser，J. Cason， J. Amer.Chem.Soc.， 
62， 432 (1940) 
2) H. Lettre and M. Stratmann， Hoppe-Syler' s 
Z. physiol. Chemil， 288， 25 (1951) 
3) G.T. Morgan and H.M. Stanley; J. Soc. 
Chem， Ind.， 493T (1925) 
4)鈴木義雄;日特公告， 昭48--34736(1973) 
5)立木次郎3 奥村廼雄;Chemistry Letters に投稿
中.口頭発表:日本化学会第37年会(昭49.4大阪〉
日本化学会秋季講演会(昭49.10仙台)日本化学会
地方研究発表会 (50.7北海道)日本化学会秋季研究
発表会(昭50.10福岡)
以上
(昭和51年l月10日受付)
